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５
月
臨
時
議
会 

原
発
再
稼
働
・
電
力
供
給
問
題
に
つ
い
て 

全
員
協
議
会
で
質
疑 

北上緊急デモ５月１６日  
大飯原発再稼働反対！消費税増税反対！社会保障
改悪反対！ＴＰＰ参加反対！ 約120人が参加 

局地的豪雨（5月4日）により

京丹後市久住地区でがけ崩

れ発生。 

 京都府丹後事務所に原田

府議、田中、平林、橋本京

丹後市議と一緒に、現場復

旧の対策を要望しました。 
（5月15日） 

上
京
区
消
防
査
閲
に
参
加 

 

五
月
二
十
日
午
前
七
時
・
京
都
御

苑
富
小
路
グ
ラ
ン
ド
に
て 

 

 消防団員、地域のみな様

早朝からご苦労様でした。 

上御霊神社・奉殿前の神輿 

  5月18日 

京建労定期大会で入札制度の改善、

耐震改修助成制度、公契約大綱など

要求が一部実現。さらに運動と議会

論戦で前進を と訴えました。13日 

 
５
月
２
２
日
か
ら
２
５
日
ま
で
５
月
臨
時
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
原
発
再
稼
働
と
電
力
供
給
問
題
に
つ
い
て
２
２

日
の
本
会
議
後
、
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

野
田
政
権
は
、
福
井
県
・
大
飯
原
発
の
「
再
稼
働
」
を
突

破
口
に
、
全
国
の
原
発
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
政
府

の
原
発
再
稼
働
に
は
何
の
根
拠
も
な
く
、
福
島
電
発
事
故
の

原
因
究
明
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
原
子
炉
の
中
を
見
る
こ

と
も
で
き
ず
、
地
震
に
よ
る
被
害
も
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
と
津
波
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

迫
っ
て
い
ま
す
。
大
飯
原
発
で
は
、
大
地
震
が
起
こ
っ
た
場

合
、
「
想
定
」
さ
れ
て
い
る
最
大
の
揺
れ
を
上
回
る
こ
と

を
、
電
力
会
社
自
身
が
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

政
府
と
電
力
会
社
は
「
電
力
不
足
」
に
な
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
「
電
力
の
供
給
の
た
め
に
、
多
少
の
危
険

に
目
を
つ
む
れ
」
と
い
う
議
論
は
原
発
に
つ
い
て
は
絶
対
に

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
京
都
府
は
、
「
安
全
性
」
の
確
保
が
大
事

で
あ
る
こ
と
を
国
・
関
西
電
力
に
求
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。 

今
、
京
都
府
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

「
原
発
ゼ
ロ
」
の
立
場
に
立
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

本
格
的
普
及
に
真
剣
に
取
組
む
こ
と
で
す
。 

 

町
全
域
が
半
径
２
０
キ
ロ
圏
に
な
っ
て
い
る
福
島
県
双
葉

町
の
井
戸
川
町
長
が
京
都
新
聞
紙
上
で
、
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て
、
首
相
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
に
疑
問
を
述
べ
、
再
稼
働
に

慎
重
姿
勢
を
示
し
て
い
る
京
都
府
知
事
に
対
し
、
「
安
全
に

勝
る
も
の
は
何
も
な
い
。
け
っ
し
て
妥
協
し
て
は
い
け
な

い
」
と
述
べ
て
ま
す
。
こ
の
立
場
に
京
都
府
は
立
つ
べ
き
だ

と
強
く
思
い
ま
し
た
。 


